
機械刀によるイカ釣袋誼の試練花ぴにt漁獲試験

I 昆的

担当者漁業課長田名部政春

技師富永武裕

前年度に引続き，自動イカ約機の漁獲性能の試験および八戸近海におけるスルメイカ漁場調査を実

施した。

E 試験の概要

1. 試験船 来奥丸 38.35 トシ D 1 2日PS

2 乗組員 船長以下 1 1名

3. 試験期間 自昭和39年 6月 1日 至全年 11月 3日日

4 試験海域 青森県太平洋海域

5. 漁 具 自動イカ約機 10;仇手動式 6分

皿経過概要

初漁期より試験船の上架修理までの， 6月6日から 7月 12日まで問，漁獲性能試験に重点をお

いて実施したが，本年度，初漁期における八戸近海のスルメイカ漁況は，極めて低調で，操業回数

1 1回のうち漁獲のあったのは僅か 3回で 542 尾に過ぎず，充分な試験ができなかった。上架修

理後に引続き実施の予定であったが，イカ的機の摩粍，ゆるみが甚しく加えてギヤードモータ一切換

部の故障のため止むなくとれを中止し，手動式により漁獲調査を行った。次期調査準備のため，例

年より早<1 1月下旬で調査を終了した。

W 結果

1. 自動イカ的機の漁獲性能試験

故障により， 6-7月の短期間の試験に終った。しかし，本年度八戸近海の夏イカは， 1漁期の

遅れと漁況の不振が続き，期待する試験を実施することができなかった。

2. スルメイカ漁況と漁業試験結呆概要

本年度八戸近海における夏イカの初漁は，昨年より約 10日程早い 6月2日にみられたが，魚

体;が例年に較べ小さく，前年度初漁期魚体の 15 - 2 0明に絞べ，本年初漁期魚体は 13 -1 7(川

紋で前年度より 3--4 c沼小さい小型併によって占められた。

本年度のスルメイカの体長組成をみてみると，津軽海峡では 13 - 1 7 cm，モード 15明， 1 4clI1 
- 2 0 叩モード 17 cmのイ哩鮮が 7月上旬までみられ， 6月下旬日本海側では 16c沼-23 cmの

範囲で， 1 8 cmと 21 cmの 2峰のモードがみられている。又太平洋側uでは 7月 F旬から 8月上旬

まで 15 cm-2 1 cm，モード 18 cmの併がL魚獲され， 9月-1日月までは 16 cm-2 4 cm， 2 1cm 

にモードのある鮮が認められているが，これらは昨年全期のモードと比較した場合 1- 2cmの成

長の遅れをみせている。

本年のこの魚体の小型なのは成長にして約 iケ月の遅れがみられ，平年では秋イカ漁に移る前に

一時的に小裂併が出場し，その後秋イカ特有の大型の主鮮が来滅するのであるが，本年は 1口片

に入っても出場せず， 1 1月に入りモード 2 3cmの梢々大型詳が添加されたもので，昨年より伝

然として 1-2cm小さく小型鮮との泌合状態であった。

1 1凡上旬後半より小型併が消えて，22-23C恨の単一群となり， 1 2月上旬に人ると逆に昨
年より 1cm大きい魚体が散見されている。

この傑な魚体の小製化は産卵発生時における環境要因に起闘していることが考えられるが，太*
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洋は勿論津軽海峡， 日本海 3海区の漁主主総計から見ても，本年の 44，9 1ι トyは過去に 12年組

で最低の大不漁に終った。

試験船東奥丸による月日IJ操菜目数及び漁獲量

.l1H3 ¥ fl5jIJ 1~6 尽 -J 7月 ーしここ;-j j 子-i? -j 
操業回数 I 7回 3日 I 1 3回 8liJl I 3 1回

「一一ートート 一一一一一ト一一一一トー7A，漁獲量信) I 38尾 5C 4尾 .~ 20這 1 3，465尾 427尾

i 一一。 一一一一一一 _~..J…一一一一一一一一一一一ーーーーーム一一一一一一--

八戸近海における月7:;IJ，スルメ f力漁j隻!設及び 1斐当')氷援量;

I~，- 年別 i 昭和 3 8 年度 ; 必和 3 9 年民主 4 

i 羽子\(z-[亙 lL扇子 I~ 亙:i否両信(

!二:十二三三:二ji三二三:ff二二 0.85 r~' 
!?;l ク!
I 1 0 fl 7二二一一一二三二十一一竺ど 0.67 と(
i11只 I 1 9，6 

l一三二ー王子三千三三二一日(
東奥九による本年度イカ約調査回数は 6J:J初旬から 7行中旬にかけての 10回( 7片中旬以降~

守丹ヰ1は海洋歓測及び上架修理期間)と， オ ヨ，司以峰 I I勾中の操業同数 2 i JJ:1の合計 3 1回で

あるぷ， 6月-7月にかけての漁獲は僅か 5口日尾極度に過ぎず， 1 i尽に入り漸く 13，5 0 0忌

程度の漁獲を見た。

なお 1日月 3 1日に子動イ力学1慢の約糸を 5倍長くして昼豹漁業試験を 1回実施したが，漁獲は

全く皆無に終った。

V 考察

前年度の報告に，イカ約漁業の機械釣への転換に対する意見を述べているので， こhでは取上げ

ないが， イカ釣自動化の関心の強まり，その掛究は関係、方図で急速度に進んでいる。当場ではイカ

杓漁業の経営の合組化を{足進させるための一石を投じたものでる')，この主主訟を全面的に准奨して

いるわけではない。むしろ漁船工学等辱門的な方々並びにメー力ーの抗究によって奴良崩発される

べきものと考えている。地方水試におけるこの極の試験研究には，張力，予算とも似られたものが
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作

あり，私共は漁業の実能を知っているということで，それにマッチした省力漁法のアイデアを胡発

し，専門機関の研究のjレートに乗せるのが本筋ではなかるうかと考えている。

イカ釣装置の試験は，本年度をもって第一段階を終了するわけである。その性能等については昭和

3 7， 3 8年の樹要に報告したとおりであるが，こ〉に概要を再掲する。

1. イカ約機 1台だけの場合

イー予約の 1人当り最高には及ばないが，設低よりはよく平均漁獲量はカパーできた。

ロ.好漁時には手納を上姐る好成横をあげた。

2. 完全装備(各舷 5-6台 Jの場合

イ.全般に手均に及ばなかった。

ロ.薄漁時，手豹を上姐る成積を示した。

ハ.好i魚時，手鉄1の最低に近い漁獲成演を示したことから，漫併に対しては効率が認められる。

ー.完全装備の場合，両端のイカ約機は中央に べて漁獲容が高い。

ホ.中央のイカ約機の漁獲率の向上のためには，出来得れば 1台づっ，少くとも 2--3台を 1

セットとして個々にf勢作し得るように改良しなければならないじ
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一
6月26日 7月 5日 7月 8日 7月12日 1 0月 1日 1 0月 4日 1 0月 6日

中山崎 鮫角 鮫角 鮫角 尻矢崎 理受 角 鮫角
s/E 5.5浬 N II; 20漣 NNE 1 7墨 NE  1 5浬 E 8 l!~ 5狸 N 21浬 N 1 8-22浬

142m 160m 135m 120m 150m 120m 90m 

自 19時40分自 18時30分 自 1 8時4日分 自 18時45分 自 18時00分 自 17時40分 自 16時40分
歪 23時20分 至 22崎05分 至 20時50分 至 22時4日分 至 19待3051- 至 22時00分 至 22時40分

BC  BC  R 。 C C 
一一一両F

W 5 NW  5 E 4 日 5 ssw 2 WSW  2 ca1.m 

2.2 2.3 4.4 2.4 1.2 1.2 2.2 

1 70 1 80 1 7ο 1 4v 1 40 1 350 1 20 

1 0 J 5 mb 1 0 11mb 1001mb 1 008 mb 1 0 18mb 1026 mb 1 iJ 18mb 

5 2 4 4 

SE  日7

1 4，0 18.00 16.4 1 7.2 1 9."2 "C 2 O. 0 0 "c 1 9.2 

1 3.56 1 6.30 16.9日

1 2.8 14.40 i 1 2.84 16.45 

1 1.8 4 1 2.00 1 2.7 4 

叶

10.9 0 9.85 1 1. 1 0 

1日.40 1 0.60 9.80 10.43 

。 。 5幽 4目白

。 。 220尾 i

ク J ク イシ イシ ク ク 55属入

ク 1- ク イシ イシ 4シ
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( 3 9年度)A丘2東奥丸スルメイカ漁業調査
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東奥丸スルメイカ漁業調査 Aii. 3 ( 3 9年度)
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